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塩
の
道
郷
土
芸
能
交
流
会
実
行
委

員
会
（
菅
野
民
雄
委
員
長
）
は
、「
塩

の
道
」
の
共
通
文
化
を
も
つ
二
本
松

市（
旧
岩
代
町
）田
沢
地
区
、同
市（
旧

岩
代
町
）
茂
原
地
区
、
川
俣
町
山
木

屋
地
区
の
３
地
区
と
交
流
す
る
こ
と

で
、
伝
承
の
足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら

郷
土
芸
能
へ
の
認
識
を
深
め
、
地
域

の
活
性
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
、
比

曽
集
会
所
体
育
館
で
「
塩
の
道
郷
土

芸
能
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
地
区
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
も
っ
た

三
匹
獅
子
舞
の
競
演
に
、
会
場
は
終

始
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
「
地
元
の
三
匹
獅
子
舞

し
か
見
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

地
区
に
よ
っ
て
構
成
も
踊
り
も
こ
ん

な
に
違
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
な

ど
と
興
味
深
そ
う
に
感
想
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

菅
野
委
員
長
は
、「
他
の
地
区
と

の
違
い
を
知
る
こ
と
で
、
地
元
の
文

化
を
見
つ
め
直
し
、
比
曽
の
三
匹
獅

子
舞
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
、
次
世
代
へ
希
望
を

込
め
て
い
ま
し
た
。

　

上
演
後
は
、
収
穫
感
謝
鍋
な
ど
が

振
る
舞
ま
れ
、
参
加
者
や
住
民
ら
は

大
い
に
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

11
２ 前夜祭

　前夜祭では、七宮史浩ライブコンサート、い
いたて愛によるよさこい演舞が行われました。
　４年ぶりに比曽地区でコンサートを行った七
宮さんに、地区住民から、当時歌った曲をリク
エストされる場面も。また、コンサートには、
キーボードの＠ｋａｚｕさんも応援に駆けつけ
会場を盛り上げました。
　住民らは七宮さんらの伸びやかな演奏に耳を
傾け、歌に引き込まれていました。
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七宮史浩さんライブ
よさこい演舞

　創設は寛政 12 年（1800 年）
と伝えられ、踊の特徴をとら

えて「花吸いがかりの獅子」とも呼ばれ、標高
1057 ㍍の日山山頂で舞われるのが特徴です。
（茂原氏子総代　前総代長　鴫原吉之助氏寄稿より抜粋）

　約 300 年以上の歴史を持つ
といわれ、昭和 39 年に川俣町
無形文化財の指定を受けています。
　優雅で力強く、躍動的な踊りが特徴です。
（保存会副会長　菅野清一氏寄稿より抜粋）

　伝承や、獅子頭、腹太鼓の
銘から約 200 年前には舞われ

ていたと伝えられています。
　勇敢な獅子舞が特徴的で、幕末のころ相馬藩主
が巡視の際、獅子舞を見ていたく感心し、家紋で
ある「九曜紋」を付けるのを許可したと伝えられ
ています。（比曽地区史　比曽の民俗伝承より抜粋）

　約 150 年前の安政２年（1855
年）頃に始まったと伝えられ
ています。
　地元では、「田沢の獅子舞」「田沢の三匹獅子舞」
あるいは舞の特徴から「花吸いがかりの獅子」と
も呼ばれています。
（田沢獅子若連　大世話人　古沢正晴氏寄稿より抜粋）

二本松茂原
「茂原三匹獅子舞」

飯舘比曽
「比曽三匹獅子舞」

川俣山木屋
「八坂神社三匹獅子舞」

二本松田沢
「田沢三匹獅子舞」


